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および造成のための研究が進められてきたが，平成 23年 3月 11日の東日本大震災において発生した津波により，東日
本の太平洋沿岸でこれまでに類をみない大きな影響が各種生態系に及んだ．アマモ場も甚大な被害を受け，松島湾にお




























































































本大震災の発生した平成 23年 3月 11日後に約 0.5m沈下した．その後は徐々に隆起しつづけ，平成 29年末には震災前
とほぼ同じ標高まで戻っている状況であった．津波による底質の洗堀・移動状況は既往調査結果から海底地形が震災前
後で大きく変化していることがわかった．次に，透明度の低下については，東日本大震災でアマモ場が大きく消失し，
アマモ場による透明度の調整機能の効果がなくなったため透明度が悪化した可能性があると考えられた．含泥率につい
ては，アマモの回復・未回復および被度と明確な関係性がみられなかった．よって，含泥率はアマモの自然回復に直接
影響のない因子ではないかと考えられた．一般に含泥率が高いと巻き上げによる透明度の悪化が生じやすいが，松島湾
は多島海で閉鎖性の強い内湾であり，高い静穏性のために巻き上げが起こりにくいことが含泥率の影響を弱める要因と
考えられた．  
第５章「アマモ場の自然回復を阻害する海底光量不足の要因解析」では，海底光量が減少した要因が水深の増加によ
るものか透明度の悪化によるものかを解析・考察するために現地調査を実施した．また，透明度の悪化の原因と考えら
れるアマモ場による透明度の調整機能について確認することを目的として現地調査を実施した．まず，海底光量が減少
した原因を明らかにするために松島湾全域で水深の調査を実施した．水深の調査結果から松島湾の水深を 6ゾーンにゾ
ーニングした．各ゾーンについて，水深の増加の影響を確認するために震災前の透明度と震災後の水深でアマモが生育
できるエリアについて描画した．また，透明度の悪化の影響を確認するために震災後の透明度と震災前の水深のアマモ
が生育できるエリアについて描画した．その結果，水深の増加と透明度悪化の複合的要因であるゾーンと透明度の悪化
が要因であるゾーンの２つがあることがわかった．次に，アマモ場による透明度の調整機能を明らかにすることを目的
として繁茂期の 25 潮汐間に密なアマモ場の中心と縁で濁度と水深の連続観測を実施した．濁度については，既往報告
の換算式を用い，浮遊粒子状物質に換算したうえで，潮汐毎の縁と中心のアマモ場内の浮遊粒子状物質の収支を算出し
た．その結果，25 潮汐間でアマモ場に浮遊粒子状物質が蓄積することが分かった．また，アマモ場の葉体に堆積物質
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があることを現地で観察していたことから，アマモ草体が完全に水没する期間としない期間について分けて解析したと
ころ，アマモ草体が完全に水没する潮汐に比べて，水没しない潮汐のほうが懸濁物質の流出入量が大きく変動すること
がわかった．また，アマモが完全に水没する潮汐では，強風時にアマモ場から懸濁物質が流出したが，それ以外の期間
では，安定してアマモ場内に懸濁物質が貯まることがわかった．第６章「総括及び今後の展望」では，本論文で得られ
た知見を総括した． 
松島湾のアマモ場の自然回復状況は平成 29年で震災前の約 2割の分布面積であり，今後の自然回復するのかどうか
定かではない．しかしながら，未回復のアマモ場の多くは海底光量が不足していることが要因であったことから，アマ
モ場の自然回復を助長するために海底光量を増加させる必要がある．そのため，水深が深くなった場所の埋戻しと透明
度の悪化した場所における透明度の改善方法について研究を進める必要があると考える． 
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